
「入ってよかった」「続けてよかった」「企業も地域もよくなった！」

合同会社イノチテラス
理念を共有したチームワーク抜群
のスタッフ～出逢いとお別れの間

で愛情を紡ぐ看取りの家～

～互いに支えあい、励ましあい、援けあう～
私たちは地域にあってよかったと言われる同友会であり続けます
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イノチテラスが入居するガーデニアガーデン南安倍

静岡同友会 2022年下期景況調査
HP・e.doyuより集計冊子を配信しています

2022年11月から12月にかけて実施した「会員企業の景況調査」では、328社の会員の皆様からご回答を頂
きました。ご協力いただき、ありがとうございました。県政策委員会と静岡大学先生方のもと集計データを
まとめた冊子が左のQRコードよりご覧頂けます。（HP・e-doyu掲示板からもアクセスできます)※以下本文
より結果を一部抜粋。

全 体：回復する日本経済～取り払われない閉塞感を打開する更なる「光」を～
製造業：新時代への崖っぷち、新時代価格への挑戦
建設業：労働力確保の障壁となる空気の払拭が課題
流通・卸小売業：激変する外部環境に負けない会社を人材力で創り上げる
サービス業：原材料の高騰が続く中、価格転嫁を急ぎたい

人材確保やリスキリングで企業価値を創出する
景況調査集計冊子

【項目】①日本経済動向、②静岡県経済動向、③調査結果概要、④業種別景気動向、⑤地域別景気動向、⑥規模別景気動向、
⑦経営指針の“成文化”と“浸透” ⑧【特別調査】ⅰ.円安、燃料高騰、原材料・仕入価格高騰の自社への影響、ⅱ.コロ
ナ融資(ゼロゼロ融資)の活用 ⅲ．コロナ融資返済に関する意見や要望・金融機関へ伝えたいこと

1

同友会で経営者が変わる、社員が変わる、会社が変わる。同友会で経営者が変わる、社員が変わる、会社が変わる。

中小企業家同友会とは
静岡同友会は1974年に71名の経営者が呼びかけあい、設立されました。約1,100名の経営者が、「経営体質の強化」
「経営者の能力向上」「経営環境の改善」をめざし、活動しています。全国各地で開催される全国大会をはじめ、
県全体で行う定時総会・全県経営フォーラム、また、経営課題別の専門委員会、県下11支部での活動、行政や
関係諸団体との懇談、連携等、多岐に亘る活動をしています。

　　 同友会３つの目的 �

❶
同友会は､ ひろく会員の経験と知識を交流して企業の自主的
近代化と強じんな経営体質をつくることをめざします｡

よい会社をつくろう

❷
同友会は､ 中小企業が自主的な努力によって､ 相互に資質を
高め､ 知識を吸収し､ これからの経営者に要求される総合的
な能力を身につけることをめざします｡

よい経営者になろう

❸
同友会は､ 他の中小企業団体とも提携して､ 中小企業をとりま
く､ 社会・経済・政治的な環境を改善し､ 中小企業の経営を守
り安定させ､ 日本経済の自主的・平和的な繁栄をめざします｡

よい経営環境をつくろう

◆静岡同友会
　2025年ビジョン 「企業づくり・地域づくり・同友会づくり」

◆ 企 業 づ く り ◆
私たちは、関わる全ての人が「成長」と「幸せ」を実感できる企業をつくります

◆ 地 域 づ く り ◆
私たちは、中小企業と地域が手を取りあい、人々の幸せが見える地域をつくります

◆ 同友会づくり ◆

私たちは、企業と地域を守る経営者の矜
きょうじ
持と努力を結集し、

学び・気づき・ワクワク溢れる活動を通して県下1500名会員を実現します



利
用
で
き
ま
す
。「
こ
こ
で
利
用
者

さ
ん
と
ス
タ
ッ
フ
で
安
倍
川
の
花
火

を
見
る
こ
と
が
出
来
た
時
、
私
は
そ

こ
で
初
め
て
施
設
が
利
用
者
の
お
役

に
た
て
て
い
る
実
感
を
持
ち
、
泣
け

る
か
も
し
れ
な
い
…
」
と
浅
原
氏
は

語
り
ま
す
。

経
営
指
針
書
と
経
営
デ
ザ
イ
ン
シ
ー

ト
か
ら
生
ま
れ
た
看
取
り
の
家

　

静
岡
市
に
生
ま
れ
た
浅
原
氏
は
１

９
９
０
年
に
看
護
師
と
な
り
、
県
立

こ
ど
も
病
院
で
20
年
間
勤
務
し
ま
し

た
。
退
職
後
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
に
つ
い

て
学
び
、
２
０
１
２
年
に
グ
リ
ー
フ

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
資
格
を
取
得
。
２

０
１
３
年
に
個
人
で
グ
リ
ー
フ
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
の
事
業
を
開
業
し
、
２

０
１
６
年
に
同
友
会
に
入
会
し
ま
し

た
。
入
会
後
、
県
経
営
労
働
委
員
会

が
主
催
す
る
第
14
期
経
営
指
針
を
創

る
会
に
参
加
。
浅
原
氏
は
経
営
理

念
・
方
針
・
10
年
ビ
ジ
ョ
ン
を
作
成

す
る
中
で
「
働
き
方
、
家
族
の
形
、

個
人
の
在
り
方
等
が
変
容
す
る
中
、

こ
れ
ま
で
と
同
じ
考
え
方
や
生
き
方

で
は
追
い
つ
い
て
い
か
な
い
部
分
が

あ
る
。
人
の
生
き
る
力
を
支
え
る
こ

と
や
看
取
る
こ
と
の
捉
え
方
、
そ
の

土
壌
づ
く
り
や
教
育
の
た
め
に
も
っ

と
や
れ
る
こ
と
が
あ
る
」
と
「
看
取

り
の
家
」
を
創
る
こ
と
を
決
意
し
ま

す
。
そ
の
後
同
友
会
で
の
勉
強
会
を

き
っ
か
け
に
、
内
閣
府
が
推
奨
す
る

経
営
デ
ザ
イ
ン
シ
ー
ト
を
作
成
し
ま

し
た
。
財
源
や
実
績
の
無
い
中
で

「
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
理
想
の
施
設

を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
？
」

看
護
と
介
護
が
一
体
と
な
っ
た
看
護

小
規
模
多
機
能
イ
ノ
チ
テ
ラ
ス

　

１
月
中
旬
、
静
岡
市
の
安
倍
川
の

す
ぐ
近
く
に
あ
る
高
齢
者
む
け
マ
ン

シ
ョ
ン
を
訪
問
し
ま
し
た
。
静
岡
支

部
の
浅
原
聡
子
氏
が
代
表
を
務
め
る

合
同
会
社
イ
ノ
チ
テ
ラ
ス
が
、
こ
ち

ら
の
ワ
ン
フ
ロ
ア
を
借
り
上
げ
、
看

護
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
、
指

定
訪
問
介
護
、
住
宅
型
有
料
老
人

ホ
ー
ム
、
こ
の
３
つ
の
機
能
を
も
つ

施
設
を
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
通
常
そ

れ
ぞ
れ
の
機
能
の
み
を
持
っ
た
施
設

が
多
く
、
利
用
者
は
複
数
の
介
護

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
こ
と
が
多
い

と
い
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
機
能
を

一
元
化
す
る
こ
と
で
、
利
用
者
は
ひ

と
つ
の
施
設
で
完
結
で
き
、
利
便
性

と
と
も
に
安
心
感
を
得
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。
施
設
に
は
広
々
と
し
た
屋

上
が
あ
り
、
富
士
山
や
南
ア
ル
プ
ス
、

駿
河
湾
ま
で
眺
望
で
き
ま
す
。
も
ち

ろ
ん
施
設
内
で
す
の
で
安
全
が
確
保

さ
れ
て
お
り
、
散
歩
や
リ
ハ
ビ
リ
に

経
営
指
針
書
と
経
営
デ
ザ
イ
ン
シ
ー

ト
を
持
っ
て
、
多
く
の
方
に
会
い
、

相
談
を
し
て
き
た
と
い
い
ま
す
。

経
営
理
念
か
ら
生
ま
れ
る 

チ
ー
ム
ワ
ー
ク

　

浅
原
氏
に
と
っ
て
特
に
大
切
な
の

は
、
こ
だ
わ
り
の
施
設
は
も
ち
ろ
ん

で
す
が
、
こ
れ
か
ら
共
に
働
く
ス

タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
の
想
い
だ
と
い
い

ま
す
。
オ
ー
プ
ン
に
向
け
ス
タ
ッ
フ

研
修
で
は
、
ま
ず
経
営
理
念
を
共
有

す
る
こ
と
か
ら
始
め
ま
す
。
元
来
、

採
用
面
接
時
に
浅
原
氏
の
想
い
に
共

感
し
、
入
社
し
た
ス
タ
ッ
フ
で
す
の

で
、
理
念
を
よ
く
理
解
し
て
積
極
的

に
行
動
・
提
案
を
し
て
く
れ
ま
す
。

面
接
時
に
共
感
の
あ
ま
り
泣
き
出
す

ス
タ
ッ
フ
も
い
た
と
い
い
ま
す
。
例

え
ば
、
食
事
を
出
す
際
に
暖
か
い
ご

飯
を
食
べ
て
も
ら
い
た
い
の
で
、
ご

飯
を
よ
そ
う
の
は
キ
ッ
チ
ン
で
は
な

く
食
堂
に
し
た
い
と
浅
原
氏
が
い
う

と
、
ス
タ
ッ
フ
の
方
か
ら
「
そ
れ
な

ら
味
噌
汁
も
食
堂
で
入
れ
た
方
が
よ

い
の
で
は
？
」
と
提
案
が
あ
っ
た
そ

う
で
す
。
細
か
い
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の

サ
ー
ビ
ス
を
ス
タ
ッ
フ
と
共
に
考
え

て
い
く
中
で
、
ス
タ
ッ
フ
の
想
い
と

愛
情
を
表
現
す
る
施
設
を
こ
こ
か
ら

目
指
し
ま
す
。
取
材
当
日
は
、
翌
日

に
控
え
た
内
覧
会
に
む
け
、
10
名
程

の
ス
タ
ッ
フ
と
準
備
を
し
て
い
ま
し

た
。（
※
２
０
２
３
年
１
月
16
日

（
月
）
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
）。
施

設
内
に
は
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
手
作
り

の
Ｐ
Ｏ
Ｐ
が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
掲
示

さ
れ
、
来
場
者
を
お
迎
え
し
ま
す
。

「
理
念
が
あ
っ
て
方
向
が
明
確
で
あ

れ
ば
、
ス
タ
ッ
フ
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク

が
良
く
な
る
。
こ
れ
か
ら
の
オ
ー
プ

ン
が
楽
し
み
で
す
」
と
浅
原
氏
は
語

り
ま
し
た
。

取
材
・
記
事
：
藤
本 

浩
氏

 

（
プ
リ
ン
ト
バ
リ
ュ
ー
㈱
・
静
岡
支
部
）

合同会社イノチテラス
〒422-8054　静岡市駿河区南安倍３丁目12−1
� ガーデニアガーデン南安倍２Ｆ
TEL：090-3968-1064
URL：https://nursing-agency-5044.business.site/
創業　2013年３月　設立　2020年６月
社員数　18名（社員・パート含む）
入会年月　2016年11月
事業内容　�合同会社イノチテラス（介護事業）、
グリーフカウンセリングivy（グリーフケアに特化したカ
ウンセリング　生と死、いのちに関するセミナー講演等）

合同会社イノチテラス（静岡支部）

代表　浅原 聡子氏

理念を共有したチームワーク
抜群のスタッフ～出逢いとお別
れの間で愛情を紡ぐ看取りの家～

イノチテラスが入居するガーデニアガーデン南安倍

広 と々した屋上テラスは散歩やリハビリにも最適

内覧会にむけて作ったスタッフの手作りＰＯＰ
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会
員
訪
問
記

多
様
化
す
る
旅
行
の
ス
タ
イ
ル
を
目
指
し
て

エ
ー
ス
ト
ラ
ベ
ル
㈱

　
　
　
　
　
　
土
屋 

信
喜
氏
（
御
殿
場
支
部
）

　
御
殿
場
市
に
あ
る
エ
ー
ス
ト
ラ
ベ
ル

㈱
の
土
屋
信
喜
氏
を
訪
問
し
ま
し
た
。

信
喜
氏
は
２
代
目
と
し
て
父
で
あ
り
代

表
取
締
役
社
長
の
幸
一
氏
か
ら
事
業
継

承
す
る
準
備
の
た
め
、
同
友
会
へ
入
会
。

経
営
に
つ
い
て
学
び
始
め
る
き
っ
か
け

を
掴
ん
で
い
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
世
界
的
な
流
行
に

よ
り
、
大
打
撃
を
受
け
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
影
響

　
業
務
は
、
個
人
む
け
の
Ｊ
Ｔ
Ｂ
や
日

本
旅
行
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ツ
ア
ー
の
受
託
、

各
種
チ
ケ
ッ
ト
の
手
配
、
販
売
を
行
っ

て
い
ま
す
。
事
業
の
柱
は
地
域
の
企
業
、

学
校
、
町
内
会
な
ど
の
団
体
旅
行
が
中

心
で
、
観
光
バ
ス
の
手
配
を
行
い
、
幅

広
く
地
域
の
サ
ポ
ー
ト
に
取
組
ん
で
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
２
０
２
０
年
に
日

本
で
初
め
て
コ
ロ
ナ
感
染
者
が
確
認
さ

れ
、
緊
急
事
態
宣
言
が
発
令
さ
れ
、
ツ

ア
ー
や
個
人
旅
行
の
キ
ャ
ン
セ
ル
が
相

次
ぎ
、
お
客
様
の
来
店
も
ぱ
っ
た
り
と

止
ま
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
国
か
ら

様
々
な
助
成
が
行
わ
れ
ま
す
が
、
コ
ロ

ナ
の
影
響
が
予
想
以
上
に
長
引
き
、
会

社
存
続
の
危
機
に
陥
り
ま
す
。
そ
の
間

は
、
カ
タ
ロ
グ
ギ
フ
ト
や
お
せ
ち
料
理

の
取
り
寄
せ
な
ど
、
新
た
な
サ
ー
ビ
ス

の
開
拓
を
模
索
し
悪
戦
苦
闘
の
日
々
が

続
き
ま
し
た
。

　
時
間
の
経
過
と
共
に
、
ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
コ

ロ
ナ
の
考
え
が
広
ま
り
、
Ｇ
ｏ 

Ｔ
ｏ

ト
ラ
ベ
ル
や
全
国
旅
行
支
援
な
ど
の
国

の
施
策
も
あ
り
、
観
光
需
要
が
回
復
し

ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
一
方
で
コ
ロ

ナ
禍
の
影
響
で
生
じ
た
、
宿
泊
施
設
や

食
事
処
、
観
光
バ
ス
な
ど
が
著
し
く
減

少
。
ま
た
、
旅
行
会
社
で
も
、
減
少
し

た
雇
用
の
影
響
で
、
受
け
入
れ
体
制
が

弱
体
化
し
、
旅
行
支
援
や
渡
航
条
件
な

ど
の
確
認
作
業
や
手
配
な
ど
の
業
務
が

逼
迫
し
て
お
り
、
需
給
バ
ラ
ン
ス
が
保

て
て
お
ら
ず
課
題
は
山
積
み
で
す
。

事
業
継
承
に
む
け
て

　
同
友
会
で
は
父
で
あ
り
代
表
取
締
役

社
長
の
幸
一
氏
か
ら
引
き
受
け
て
６
年
、

コ
ロ
ナ
禍
の
厳
し
い
状
況
化
の
中
、
経

営
に
つ
い
て
具
体
的
な
話
を
す
る
機
会

が
中
々
取
れ
ず
、
完
全
な
引
継
ぎ
ま
で

は
時
間
も
か
か
り
そ
う
な
状
況
で
す
。

一
方
、
先
輩
方
の
体
験
談
や
ア
ド
バ
イ

ス
を
基
に
、
多
く
を
学
ぶ
機
会
を
得
る

こ
と
も
出
来
ま
し
た
。
土
屋
氏
は
「
同

友
会
は
経
営
者
の
生
の
声
が
聴
け
る
貴

重
な
場
で
す
。
先
輩
方
か
ら
の
学
び
で

得
た
も
の
を
取
り
込
み
、
活
か
し
、
事

業
継
承
で
き
る
よ
う
準
備
を
進
め
た
い

と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
同
世
代
が
少
な

い
環
境
で
は
あ
り
ま
す
が
、
つ
な
が
り

エーストラベル㈱
〒412-0045　御殿場市川島田498-2
TEL：0550-82-5553
設立　1995年４月
社員数　社員４名　パート２名
入会年月　2017年２月
事業内容　�旅行代理業
　　　　　�国内、海外各種パッケージツアー

の受託販売、観光バス手配、航
空券、テーマパークチケット、商
品券などの販売、団体旅行手配

を
大
切
に
、
新
し
い
仲
間
が
増
え
る
よ

う
、
活
動
に
も
力
を
入
れ
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。」
と
い
い
ま
す
。

ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
た

新
た
な
ビ
ジ
ョ
ン

　
ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
コ
ロ
ナ
時
代
に
お
け
る
旅

行
の
在
り
方
は
、
常
に
進
化
し
て
い
ま

す
。
私
た
ち
が
住
む
御
殿
場
市
は
、
首

都
圏
へ
の
ア
ク
セ
ス
も
よ
く
、
県
内
の

観
光
客
数
の
ラ
ン
キ
ン
グ
は
常
に
上
位

を
保
っ
て
い
ま
す
。「
弊
社
で
は
こ
れ

ま
で
、
地
元
の
お
客
様
を
対
象
と
し
た

旅
行
サ
ー
ビ
ス
を
主
力
と
し
て
き
ま
し

た
が
、
こ
れ
か
ら
は
、
外
か
ら
来
ら
れ

る
お
客
様
を
対
象
と
し
た
『
着
地
型
ツ

ア
ー
』
に
も
力
を
い
れ
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
地
元
な
ら
で
は
の
強

み
を
生
か
し
た
魅
力
的
な
商
品
の
提
供

と
と
も
に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
オ
ン
ラ

イ
ン
予
約
な
ど
の
ネ
ッ
ト
環
境
の
充
実

化
を
図
り
、
広
報
の
強
化
も
行
う
予
定

で
す
。」
と
い
い
ま
す
。
ま
た
、「
目
ま

ぐ
る
し
く
変
わ
っ
て
い
く
世
の
中
で
す

が
、
ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
に
切
り
替
え
、

チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を
忘
れ
ず
に
、
今
後

も
宿
泊
施
設
な
ど
関
連
業
者
と
の
連
携

を
図
り
な
が
ら
、
業
界
全
体
を
盛
り
上

げ
て
い
き
た
い
で
す
。」
と
頼
も
し
く

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

取
材
：
勝
又 

薫
氏

 

（
㈲
勝
又
造
花
店
・
御
殿
場
支
部
）

　
　
　
石
山 

美
歌
氏

 

（
ラ
ウ
ン
ジ
　
ジ
ャ
ジ
ー
ラ
・
御
殿
場
支
部
）

　
　
　
鈴
木 

翔
也
氏

 

（
㈱
ト
ッ
プ
・
御
殿
場
支
部
）

取
材
・
原
稿
：
片
野 

貴
一
郎
氏

 

（
㈱
モ
ス
ク
・
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
・
御
殿
場
支
部
）

写
真
：
勝
間
田 

誠
氏

 

（
㈱
文
化
堂
・
御
殿
場
支
部
）

土屋 信喜氏

思いを語る土屋氏

御殿場市に会社を構え、
ツアーを提供

国内外の様々なツアーを取り扱う
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会
員
訪
問
記

安
全
を
最
優
先
に
、
選
ば
れ
る
会
社
に
な
ろ
う

望
月
運
輸
㈱

常
務
取
締
役
　
鈴
木 

雅
芳
氏
（
志
太
支
部
）

　
望
月
運
輸
㈱
は
大
井
川
上
流
の
井
川

ダ
ム
の
工
事
に
伴
い
、
伐
採
し
た
木
材

を
清
水
港
ま
で
運
ぶ
仕
事
が
ル
ー
ツ
の

会
社
で
す
。
大
井
川
沿
い
の
島
田
市
横

井
に
本
社
が
あ
り
ま
す
が
、
今
回
の
訪

問
先
は
令
和
２
年
３
月
に
竣
工
し
た
吉

田
物
流
セ
ン
タ
ー
。
そ
こ
で
指
揮
を
と

る
鈴
木
雅
芳
氏
を
訪
ね
ま
し
た
。

入
社
ま
で
の
道
の
り

　
鈴
木
氏
は
大
学
卒
業
後
、
税
務
や
社

会
保
険
に
関
連
す
る
仕
事
に
興
味
が
あ

り
、
地
元
で
は
規
模
が
大
き
い
税
理
士

事
務
所
に
就
職
し
ま
し
た
。
法
人
の
コ

ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
な
ど
を
経
験
し
、
ど

ん
な
業
種
で
あ
っ
て
も
売
上
は
単
価
×

回
数
に
細
分
化
さ
れ
る
こ
と
を
学
び
ま

し
た
。
母
方
の
望
月
運
輸
の
代
表
に
お

父
様
が
就
い
た
こ
と
か
ら
、
後
継
者
と

し
て
遠
州
の
大
手
物
流
会
社
で
修
行
し

た
あ
と
、
平
成
30
年
６
月
に
望
月
運
輸

に
入
社
し
ま
し
た
。

望
月
運
輸
㈱
の
特
徴

　
「
元
々
、
山
奥
の
井
川
か
ら
木
材
を

運
搬
す
る
仕
事
か
ら
出
発
し
ま
し
た
の

で
、
運
び
方
を
創
意
工
夫
し
て
困
難
を

乗
り
越
え
る
文
化
が
望
月
運
輸
に
は
あ

り
ま
し
た
。
何
と
し
て
で
も
、
荷
物
を

運
び
き
る
。
そ
ん
な
経
験
豊
富
な
ド
ラ

イ
バ
ー
を
抱
え
た
運
送
会
社
だ
っ
た
よ

う
で
す
。
そ
の
伝
統
は
ク
ラ
イ
ア
ン
ト

の
積
み
込
み
作
業
の
軽
減
策
を
一
緒
に

考
え
る
姿
勢
な
ど
、
今
も
会
社
に
残
る

部
分
も
あ
り
ま
す
。」
と
鈴
木
氏
は
語

り
ま
す
。
ま
た
、
現
在
の
望
月
運
輸
は

基
本
理
念
の
一
文
に
あ
る
「
先
達
た
ち

の
志
を
大
切
に
し
、
安
定
し
た
経
営
の

中
で
、
社
員
と
そ
の
家
族
の
幸
福
を
追

求
す
る
」
会
社
に
変
貌
し
て
き
た
と
い

い
ま
す
。
そ
の
言
葉
ど
お
り
鈴
木
氏
は

入
社
後
、
会
計
事
務
所
時
代
の
経
験
を

生
か
し
、
安
定
し
た
経
営
を
目
標
に
社

内
の
Ｄ
Ｘ
化
に
取
り
組
み
ま
す
。
ク
ラ

イ
ア
ン
ト
か
ら
の
出
庫
依
頼
デ
ー
タ
を

ク
ラ
ウ
ド
化
し
た
う
え
で
自
社
の
出
庫

管
理
シ
ス
テ
ム
に
連
携
す
る
仕
組
み
を

構
築
し
た
こ
と
を
は
じ
め
、
ド
ラ
イ

バ
ー
の
管
理
シ
ス
テ
ム
の
改
善
な
ど
に

取
り
組
み
ま
し
た
。

同
友
会
と
の
出
会
い
と
変
化

　
松
葉
倉
庫
㈱
の
松
葉
秀
介
氏
と
同
業

の
会
合
で
知
り
合
い
、
同
友
会
へ
入
会

し
た
鈴
木
氏
。
同
友
会
で
経
営
理
念
の

大
切
さ
を
学
ん
だ
そ
う
で
す
。「
父
で

あ
る
社
長
も
日
常
の
判
断
で
基
本
理
念

や
行
動
指
針
に
沿
っ
て
い
る
か
を
常
に

意
識
し
て
い
ま
す
。
自
分
も
代
表
に

な
っ
た
時
に
は
、
自
分
な
り
の
言
葉
で

経
営
理
念
を
作
る
こ
と
に
な
る
と
思
い

ま
す
。
今
は
同
友
会
で
そ
の
基
礎
を
学

ん
で
い
ま
す
。」
と
語
る
鈴
木
氏
。
謙

虚
な
姿
勢
の
中
に
、
デ
ー
タ
に
基
づ
く

経
営
分
析
を
日
々
実
践
し
て
い
る
強
さ

を
感
じ
ま
し
た
。

吉
田
物
流
セ
ン
タ
ー
の 

位
置
づ
け

　
「
望
月
運
輸
と
し
て
、
物
流
セ
ン

タ
ー
へ
の
投
資
は
大
き
な
チ
ャ
レ
ン
ジ

で
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
が
始
ま
っ
た
令
和

２
年
に
竣
工
し
た
の
で
不
安
も
あ
り
ま

し
た
が
、
扱
う
荷
物
が
主
に
食
品
な
の

で
、
外
食
か
ら
自
宅
に
食
が
切
り
替

わ
っ
た
だ
け
で
消
費
量
が
減
ら
な
か
っ

た
の
は
助
か
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ

れ
か
ら
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
で
社
会
が
ど
の

よ
う
に
変
貌
す
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。

数
年
後
の
こ
と
を
考
え
る
と
不
安
ば
か

り
で
す
。
そ
ん
な
中
、
望
月
運
輸
の
特

徴
で
あ
る
安
全
を
第
一
に
す
え
、
ク
ラ

イ
ア
ン
ト
か
ら
選
ば
れ
る
会
社
で
あ
り

続
け
る
こ
と
で
、
困
難
は
乗
り
越
え
ら

れ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、

運
輸
業
の
発
展
と
地
域
社
会
の
お
役
に

立
て
る
会
社
を
目
指
し
て
、
望
月
運
輸

望月運輸㈱
本社：〒427-0024　島田市横井2-26-15
吉田物流センター：
　　　〒421-0303　吉田町片岡432-1
TEL：0547-35-5171（本社）
URL：https://www.mochizuki-unyu.com/
設立　1967年
社員数　75名（うちパート15名）
入会年月　2019年２月
事業内容　�一般貨物自動車運送事業　

貨物利用運送事業　倉庫業

な
ら
で
は
の
取
り
組
み
を
継
続
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。」
鈴
木
氏
の
理

念
に
基
づ
く
経
営
者
と
し
て
の
覚
悟
を

お
聞
き
し
、
満
月
（
望
月
）
に
ウ
サ
ギ

の
ロ
ゴ
を
あ
し
ら
っ
た
ト
ラ
ッ
ク
が
県

内
を
縦
横
無
尽
に
走
る
姿
を
想
像
し
な

が
ら
取
材
を
終
え
ま
し
た
。

取
材
・
原
稿
：
村
松 

繁
氏

 

（
ア
イ
マ
ー
ク
㈱
・
志
太
支
部
）

鈴木 雅芳氏

ウサギが跳ねる物流センター

システム化された物流倉庫

食堂に掲げられた企業理念
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１
月
10
日
（
火
）
静
岡
県
庁
に
て
、

川
勝
知
事
を
は
じ
め
、
出
野
副
知
事
、

森
副
知
事
へ
新
年
の
挨
拶
を
行
い
ま
し

た
。
同
友
会
か
ら
は
、
井
上
代
表
・
簑

代
表
・
松
葉
代
表
と
、
秋
山
事
務
局
長

が
訪
問
し
ま
し
た
。
同
友
会
の
企
業
づ

く
り
の
根
幹
「
人
を
生
か
す
経
営
」
を

進
め
、
人
へ
の
投
資
、
地
域
と
連
携
を

通
じ
て
、
企
業
を
守
り
地
域
を
守
る
企

業
を
め
ざ
し
て
い
く
こ
と
を
伝
え
ま
し

た
。
川
勝
知
事
か
ら
は
、
外
部
環
境
の

変
化
で
苦
し
む
中
小
企
業
へ
の
支
援
、

人
的
投
資
に
取
り
組
む
企
業
の
成

長
・
発
展
へ
の
期
待
を
お
話
頂
き
ま
し

た
。
本
年
も
中
小
企
業
・
小
規
模
企
業

振
興
会
議
へ
の
継
続
的
な
関
わ
り
を
は

じ
め
、
県
行
政
へ
の
政
策
要
望
や
意
見

交
換
会
を
通
し
て
、「
企
業
づ
く
り
・
地

域
づ
く
り
・
同
友
会
づ
く
り
」
の
発
展

に
む
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

第
11
講�

12
月
21
日
（
水
）

生
き
る
こ
と
は
食
べ
る
こ
と�

�
�

～
未
来
に
繋
が
る
会
社
経
営
～

　
　
講
師
：
小
川 

友
代
氏

 

（
㈱
仕
出
し
お
が
わ
・
富
士
支
部
）

　

富
士
市
で
給
食
弁
当
の
製
造
及
び
宅
配
を
行

う
㈱
仕
出
し
お
が
わ
。
２
０
１
７
年
に
ご
主
人

が
急
逝
し
た
こ
と
で
経
営
者
の
道
を
歩
む
こ
と

に
な
っ
た
小
川
氏
。
従
来
の
仕
出
し
事
業
に
加

え
、
高
齢
化
社
会
に
対
応
し
、
ご
は
ん
の
減
量

や
お
か
ゆ
変
更
な
ど
個
別
に
対
応
で
き
る
「
シ

ル
バ
ー
弁
当
」
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
地
域

の
高
齢
者
の
見
守
り
も
兼
ね
て
配
達
し
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
「
安
全
・
安
心
な
お
弁
当
を
い
つ

で
も
届
け
ら
れ
る
よ
う
に
し
た
い
」
と
２
０
２

３
年
１
月
か
ら
冷
凍
惣
菜
の
新
規
事
業
も
始
め
、

ゆ
く
ゆ
く
は
社
員
の
た
め
に
工
場
を
広
い
場
所

に
移
転
し
た
い
と
未
来
像
を
語
り
ま
し
た
。
最

後
に
「
食
べ
方
は
そ
の
人
の
生
き
方
そ
の
も
の
。

自
分
の
食
を
大
切
に
し
て
、
自
分
の
人
生
を
大

切
に
し
て
ほ
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

第
13
講�

１
月
11
日
（
水
）

人
生
を
豊
か
に

　
　
講
師
：
大
多
和 

宏
明
氏

 

（
㈲
セ
イ
シ
ン
メ
タ
ル
プ
ロ
・
静
岡
支
部
）

　

静
岡
市
で
鉄
工
業
、
建
築
鉄
骨
、
金
物
、
テ

ン
ト
倉
庫
、
ス
テ
ン
レ
ス
・
ア
ル
ミ
加
工
を
営

む
㈲
セ
イ
シ
ン
メ
タ
ル
プ
ロ
。
大
多
和
氏
は
25

歳
で
入
社
し
、
47
歳
で
代
表
取
締
役
に
就
任
。

プ
ロ
意
識
を
持
っ
て
仕
事
を
す
る
こ
と
を
大
切

に
し
て
お
り
「
ど
こ
の
会
社
に
行
っ
て
も
通
用

す
る
社
員
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
の
勉
強
会
に
社
員
を
積
極
的
に
参
加
さ

せ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
目
標
や
反
省
を
共
有
す

る
懇
親
の
機
会
を
設
け
、
社
員
と
率
直
に
話
し

合
え
る
時
間
も
作
っ
て
い
ま
す
。
２
０
２
２
年

か
ら
は
従
来
の
事
業
に
加
え
、
ど
な
た
で
も
参

加
が
可
能
な
Ｄ
Ｉ
Ｙ
教
室
事
業
を
始
め
ま
し
た
。

ま
た
、
仕
事
の
魅
力
を
地
域
に
発
信
す
る
た
め

に
、
小
中
学
校
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
に
も
関
わ
っ

て
い
ま
す
。
も
の
づ
く
り
の
楽
し
さ
、
か
っ
こ

よ
く
働
い
て
い
る
大
人
の
姿
を
見
せ
、
子
ど
も

た
ち
に
将
来
を
楽
し
く
描
い
て
も
ら
い
た
い
と

語
り
ま
す
。
最
後
に
学
生
に
む
け
、「
楽
し
ん

で
仕
事
を
し
て
ほ
し
い
」「
今
や
り
た
い
こ
と

が
な
く
て
も
焦
る
必
要
は
な
い
、
こ
れ
か
ら

様
々
な
こ
と
を
経
験
し
て
見
つ
け
て
く
だ
さ

い
」
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
り
ま
し
た
。

第
14
講�

１
月
18
日
（
水
）

伝
統
文
化
を
継
承
す
る
と
い
う
こ
と

　
　
講
師
：
長
澤 

宗
範
氏

 

（
長
澤
瓦
商
店
㈱
・
静
岡
支
部
）

　

静
岡
市
清
水
区
で
瓦
・
屋
根
工
事
や
瓦
小

物
・
ア
ク
セ
サ
リ
ー
の
販
売
を
行
う
長
澤
瓦
商

店
㈱
。
２
０
１
８
年
に
父
か
ら
事
業
を
受
け
継

ぐ
も
経
営
状
態
の
悪
化
に
悩
ん
で
い
た
長
澤
氏
。

転
機
は
２
０
１
７
年
、
同
友
会
に
入
会
し
経
営

指
針
を
作
成
し
た
こ
と
で
し
た
。
２
０
１
９
年

に
は
ご
息
女
が
入
社
、
瓦
ア
ク
セ
サ
リ
ー
の
製

作
な
ど
瓦
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。「
時
代
に
合
わ
せ
た
瓦
の
魅
力
を
伝

え
、
清
水
瓦
を
復
興
し
て
地
域
を
盛
り
上
げ
て

い
き
た
い
」
と
語
り
、
最
後
に
「
様
々
な
経
験

を
積
ん
で
、
人
に
与
え
ら
れ
る
よ
う
な
人
間
に

な
っ
て
ほ
し
い
」
と
学
生
に
伝
え
ま
し
た
。

第
15
講（
最
終
講
）�

１
月
25
日
（
水
）

NO�NUKES�

―
ビ
キ
ニ
の
海
は
忘
れ
な
い

　
　
講
師
：
杉
村 

征
郎
氏

 

（
杉
村
精
工
㈱
・
志
太
支
部
）

　

杉
村
氏
が
平
和
へ
の
想
い
を
強
め
た
の
は
、

中
学
生
の
時
に
起
き
た
第
五
福
竜
丸
被
ば
く
事

件
で
し
た
。
ア
メ
リ
カ
に
よ
る
水
爆
実
験
で
被

ば
く
し
た
第
五
福
竜
丸
が
焼
津
港
に
帰
港
し
て

か
ら
の
様
子
を
目
の
当
た
り
に
し
た
同
氏
は
、

仲
間
と
共
に
「
原
水
爆
反
対
」
署
名
活
動
を
開

始
。
こ
の
活
動
は
全
国
各
地
で
行
わ
れ
ま
し
た

が
、
日
米
政
府
間
の
水
面
下
で
の
や
り
取
り
や

政
治
的
な
問
題
か
ら
、
徐
々
に
「
ビ
キ
ニ
事

件
」
を
語
る
こ
と
が
タ
ブ
ー
と
な
り
、
被
害
者

で
あ
る
乗
組
員
た
ち
が
町
を
去
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
状
況
に
ま
で
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
時

を
経
て
、
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
原
水
爆
禁
止
３

０
０
０
万
署
名
活
動
の
成
果
に
よ
り
、
世
界
の

人
々
が
原
水
爆
の
被
ば
く
者
の
窮
状
を
知
る
こ

と
と
な
り
、
２
０
２
１
年
１
月
に
発
効
さ
れ
た

「
核
兵
器
禁
止
条
約
」
へ
と
繋
が
り
ま
し
た
。

最
後
に
同
氏
は
「
自
分
の
力
で
考
え
、
事
実
を

知
り
、
他
か
ら
も
自
ら
に
も
騙
さ
れ
な
い
力
を

つ
け
て
ほ
し
い
」
と
学
生
に
伝
え
ま
し
た
。

静
岡
大
学
連
携
講
座

県
知
事・副
知
事
へ

�

新
年
挨
拶
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１
月
19
日
（
木
）
に
富
士
宮
支
部
新
春
例
会
を

開
催
。
ド
ラ
マ
「
フ
ァ
ー
ス
ト
ペ
ン
ギ
ン
」
の
原

作
者
で
ド
ラ
マ
の
モ
デ
ル
と
な
っ
た
坪
内
知
佳
氏

（
㈱
Ｇ
Ｈ
Ｉ
Ｂ
Ｌ
Ｉ
・
代
表
取
締
役
）
を
講
師
に

招
き
、
他
県
・
他
支
部
会
員
や
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
を

含
め
総
勢
約
１
４
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
今
回

の
例
会
は
「
仲
間
づ
く
り
」
を
目
的
と
し
、「
今

期
支
部
会
員
数
１
７
０
名
達
成
」（
１
月
現
在
１

６
０
名
）
を
目
標
に
掲
げ
伊
藤
洋
子
支
部
長
（
㈱

シ
ー
エ
ー
テ
ィ
ー
）
を
中
心
に
役
員
・
会
員
が
声

か
け
を
行
い
ま
し
た
。
当
日
は
28
名
の
オ
ブ
ザ
ー

バ
ー
が
参
加
、
紹
介
者
・
役
員
が
一
人
ひ
と
り
に

寄
り
添
い
な
が
ら
会
員
と
名
刺
交
換
を
行
う
な
ど
、

ゲ
ス
ト
を
迎
え
入
れ
る
暖
か
い
雰
囲
気
と
活
気
に

あ
ふ
れ
る
例
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
、
朝
獲
れ
の
魚
を
消
費
地
の
顧
客
に

直
接
届
け
る
「
鮮
魚
Ｂ
Ｏ
Ｘ
」
で
水
産
業
の
６
次

産
業
化
モ
デ
ル
の
先
進
事
例
を
作
り
あ
げ
た
坪
内

氏
の
現
在
の
取
り
組
み
を
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
50
年
後
の
島
の
豊
か
な
未
来
と
美
味
し
い
日
本

食
文
化
を
未
来
へ
継
承
す
る
」
こ
と
を
理
念
に
掲

げ
「
そ
の
た
め
に
は
魚
だ
け
獲
っ
て
い
れ
ば
い
い

わ
け
じ
ゃ
な
い
」
と
、
旅
行
業
や
講
演
業
、
オ
ン

ラ
イ
ン
留
学
、
パ
ー
ル
ア
ク
セ
サ
リ
ー
ブ
ラ
ン
ド

な
ど
様
々
な
事
業
を
立
ち
上
げ
、
挑
戦
と
進
化
を

続
け
て
き
ま
し
た
。
山
口
県
萩
市
大
島
の
漁
業
か

ら
始
ま
っ
た
船
団
丸
事
業
は
全
国
12
カ
所
に
拠
点

を
増
や
し
、
新
鮮
で
安
心
な
海
の
恵
み
を
全
国
に

届
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
自
分
が
後
悔
し
な
い

よ
う
地
道
に
取
り
組
ん
で
き
た
結
果
今
が
あ
る
。

毎
日
１
％
で
も
変
わ
る
こ
と
が
大
切
」
と
話
し
ま

し
た
。

　

講
演
後
の
宇
佐
美
健
介
氏
（
㈱
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト

う
さ
み
）
か
ら
の
謝
辞
で
は
「
サ
ハ
ラ
砂
漠
に
吹

く
熱
風
を
意
味
す
る
Ｇ
Ｈ
Ｉ
Ｂ
Ｌ
Ｉ
さ
な
が
ら
富

士
宮
に
熱
い
風
が
吹
い
た
例
会
と
な
っ
た
。
過
去

最
高
の
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
参
加
数
を
実
現
で
き
た
の

も
、
支
部
長
を
中
心
み
ん
な
の
想
い
が
集
ま
っ
て

大
き
な
力
に
な
っ
た
か
ら
こ
そ
。」
と
伝
え
、
坪

内
氏
か
ら
は
「
必
ず
１
７
０
名
を
達
成
し
て
く
だ

さ
い
」
と
エ
ー
ル
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

例
会
後
は
、
紹
介
者
・
役
員
が
協
力
し
あ
い
な

が
ら
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
を
お
礼
訪
問
し
「
ぜ
ひ
共
に

学
び
あ
う
仲
間
に
な
っ
て
ほ
し
い
」
こ
と
を
熱
意

を
も
っ
て
伝
え
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
１
月
は
早

速
２
名
の
入

会
が
あ
り
、

２
月
に
は
６

名
の
入
会
が

既
に
決
ま
っ

て
い
ま
す
。

１
７
０
名
を

目
前
に
、
富

士
宮
支
部
一

丸
と
な
っ
て

仲
間
づ
く
り

に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

富
士
宮
支
部
新
春
例
会
を
開
催

役
員
一
丸
と
な
っ
て
今
期
１
７
０
名
達
成

を
目
指
す

１
月
19
日（
木
）
オ
ブ
リ
ッ
ク
㈱
４
Ｆ　
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｔ 

Ｈ
Ａ
Ｌ
Ｌ
＆
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ

　

１
月
浜
松
例
会
は
浜
松
い
わ
た
信
用
金
庫
の
三

輪
久
夫
専
務
理
事
が
登
壇
。「
伴
走
型
支
援
」
を

テ
ー
マ
に
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
当
日
は
会

員
・
ゲ
ス
ト
含
め
て
38
名
が
参
加
し
、
２
０
２
２

年
度
の
浜
松
例
会
で
は
最
多
の
参
加
者
数
と
な
り

ま
し
た
。

　

三
輪
氏
か
ら
は
浜
松
い
わ
た
信
用
金
庫
の
取
り

組
み
や
地
域
金
融
機
関
と
し
て
の
信
用
金
庫
の
役

割
、
伴
走
型
支
援
へ
の
理
解
や
取
り
組
み
に
つ
い

て
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
も
、
地

域
と
の
繋
が
り
や
地
元
企
業
と
連
携
し
た
店
舗
づ

く
り
、
積
極
的
な
社
員
教
育
へ
の
投
資
・
取
り
組

み
を
紹
介
。「
地
域
に
根
ざ
す
金
融
機
関
と
し
て
、

金
融
業
と
し
て
の
役
割
だ
け
で
な
く
地
域
の
課
題

を
地
域
の
皆
さ
ん
と
共
に
解
決
す
る
こ
と
を
目
指

し
て
い
く
」
と
力
強
く
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

講
演
後
は
「
信
用
金
庫
と
の
関
わ
り
、
信
用
金

庫
に
求
め
る
こ
と
」
を
テ
ー
マ
に
グ
ル
ー
プ
討
論

を
実
施
。
中
小
企
業
１
社
で
は
解
決
で
き
な
い
課

題
を
金
融
機
関
と
対
話
し
な
が
ら
進
め
る
こ
と
の

重
要
性
を
再
確
認
す
る
時
間
と
な
り
ま
し
た
。
参

加
者
か
ら
は
「
今
回
の
例
会
を
き
っ
か
け
に
浜
松

支
部
と
し
て
も
金
融
機
関
と
の
連
携
を
強
化
し
て

い
き
た
い
」「
困
っ
た
時
に
話
を
す
る
だ
け
で
な

く
、
日
常
的
な
対
話
を
し
て
い
き
た
い
」
な
ど
の

声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
当
日
参
加
し
た
入
会
候
補
の
ゲ
ス
ト
６

名
の
う
ち
、
２
名
か
ら
そ
の
場
で
入
会
申
込
書
を

提
出
い
た
だ
き
ま
し
た
。
浜
松
支
部
で
は
２
０
２

２
年
度
、
支
部
会
員
数
60
名
を
目
標
に
掲
げ
、
現

在
は
46
名
（
２
０
２
２
年
度
期
首
会
員
数
41
名
）。

残
り
２
ヶ
月
で
の
目
標
達
成
に
向
け
、
役
員
中
心

に
支
部
一
丸
体
制
で
「
明
る
く
、
屈
託
な
く
、
最

後
ま
で
」
仲
間
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

浜
松
支
部
１
月
例
会　
会
員
60
名
達
成
の
契
機
に

金
融
機
関
と
の
連
携
を
深
め
、

�

地
域
で
輝
く
企
業
を
目
指
す

１
月
12
日（
木
）　
ザ
ザ
シ
テ
ィ
浜
松 

中
央
館
＆
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ

熱気あふれる会場

金融機関との連携の重要性を共有

6



2月
16日（木）

富士例会（19：00　富士市交流プラザ＆ZOOM）
榛南例会（19：00　牧之原市商工会＆ZOOM）
中遠例会
（19：00　磐田市総合健康福祉会館（iプラザ））

17日（金） 県青年部例会（18：00　レイアップ御幸町ビル）
20日（月） 県政策委員会（18：00　同友会事務局＆ZOOM）
21日（火） 伊東例会（19：00　伊東商工会議所＆ZOOM）
22日（水） 県理事会（15：00　同友会事務局＆ZOOM）

県組織増強委員会
（17：15　同友会事務局＆ZOOM）

24日（金） 公正取引委員会（中部事務所）との懇談会
（13：30　同友会事務局）
イントロセミナー
（19：00　同友会事務局＆ZOOM）

27日（月） 三島例会（19：00　未定）
28日（火） 県例会企画委員会（18：30　ZOOM）

3月
2日（木）

第53回中小企業問題全国研究集会in長野（～３日）
（13：00　ホテルメトロポリタン長野ほか）

7日（火） 県広報情報化委員会
（19：00　同友会事務局＆ZOOM）

8日（水） 御殿場例会
（19：00　エピ・スクエア＆ZOOM）

9日（木） 連合静岡との懇談会
（13：30　同友会事務局＆ZOOM）
正副代表理事会（15：00　同友会事務局＆ZOOM）
浜松例会
（19：00　浜松こども館　ザザシティ浜松中央館
　＆ZOOM）

10日（金） 富士宮例会
（19：00　志ほ川バイパス店＆ZOOM）

13日（月） 県共育委員会（18：30　ZOOM）
14日（火） 静岡例会

（19：00　ペガサート・清水テルサ
　＆ZOOM）

15日（水） 伊東例会（19：00　未定）
沼津例会（19：00　未定）
志太例会（19：00　未定）

2月16日㈭～３月15日㈬2月・3月

新会員のご紹介（敬称略）　会員数�1063�名

氏名 社名・事業 所属支部 紹介者

服
はっ

部
とり

　伸
しん

也
や ㈱色八屋 富士 大竹　政彦

広告代理事業

小
お

田
だ

梨
り

恵
え

子
こ ㈱エコキャリ 富士宮 穂坂　勝彦

カウンセリング、キャリアコンサルティング、研修講師

水
みず

谷
たに

　昌
しょう

平
へい 水谷商店 富士宮 渡邉　　卓

鰹節、桜えび、しらすの製造販売

瀬
せ

崎
ざき

　祐
ゆう

子
こ らぽーる鍼灸院 浜松 江間　省豪

鍼灸施術、サプリ販売

矢
や

野
の

　珠
たま

美
み GEM Promotions

浜松 河西千代子フルオーダージュエリー製作、販売、ジュエリーリフォーム、リノベーション、各種イ
ベントプロデュース、司会

名義変更による新名義人�（敬 称 略）

氏名 社名・事業 所属支部 旧名義人

井
い

出
で

　達
たつ

視
み ㈱会館志ほ川 富士宮 塩川　拳三

そば、うどん、和食等の調理及び接客

※新会員の写真はe.doyu「ユーザ名簿」に掲載します。e.doyuからのご確認をお願い致します。

　

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
や
新
会
員
に
む
け
て
同

友
会
を
知
っ
て
頂
く
機
会
と
し
て
、
ま
た

仲
間
と
の
交
流
の
場
と
し
て
毎
月
開
催
し

て
い
る
イ
ン
ト
ロ
セ
ミ
ナ
ー
。
１
月
は
会

員
・
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
合
わ
せ
て
26
名
が
参

加
。
静
岡
市
清
水
区
で
塗
装
業
を
営
む
小

野
壮
俊
氏
（
オ
ノ
ケ
ン
材
塗
装
㈱�

代
表

取
締
役
／
静
岡
支
部
）
が
報
告
し
ま
し
た
。

小
野
氏
は
本
年
度
、
第
19
期
経
営
指
針
を

創
る
会
を
受
講
し
ま
し
た
。
経
営
指
針
作

成
に
む
け
悩
み
な
が
ら
も
仲
間
と
共
に
学

び
あ
う
最
中
、
静
岡
県
に
甚
大
な
被
害
を

も
た
ら
し
た
台
風
15
号
に
よ
り
本
社
工
場

が
被
災
。
床
上
約
1.5
ｍ
の
浸
水
被
害
で
し

た
。
小
野
氏
が
会
社
に
む
か
う
と
設
備
の

浸
水
は
じ
め
、
床
一
面
に
土
砂
や
泥
水
、

塗
料
が
溜
ま
っ
て
い
る
状
況
で
し
た
。
そ

ん
な
中
、
社
員
が
自
主
的
に
出
社
。「
社

長
、
ど
こ
か
ら
や
り
ま
し
ょ
う
か
？
」
と

片
付
け
を
は
じ
め
ま
し
た
。
社
員
の
前
向

き
な
言
葉
と
姿
勢
に
本
当
に
支
え
ら
れ
た

と
話
し
ま
し
た
。
最
後
に
オ
ノ
ケ
ン
の
挑

戦
は
「
地
域
を
笑
顔
に
塗
り
替
え
る
活
動

を
し
て
い
く
こ
と
」
と
力
強
く
語
り
ま
し

た
。
当
日
、
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
１
名
が
入
会

を
表
明
。
新
し
い
仲
間
を
迎
え
る
機
会
に

な
り
ま
し
た
。

　

次
回
は
２
月
24
日
（
金
）、
望
月
正
洋

氏
（
㈱
イ
ハ
ラ
テ
ン
ト
工
業�

代
表
取
締

役
／
静
岡
支

部
）
が
報
告
し

ま
す
。
ぜ
ひ
お

知
り
合
い
の
経

営
者
と
ご
参
加

く
だ
さ
い
！

社
員
や
仲
間
と
と
も
に
困
難
を
乗
り

越
え
、オ
ノ
ケ
ン
の
挑
戦
が
は
じ
ま
る

１
月
イ
ン
ト
ロ
セ
ミ
ナ
ー

１
月
27
日（
金
）　
同
友
会
会
議
室
＆
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ

《  あなたのスケジュールノートに
 必要事項をご記入ください 》
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業
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